


2.外形寸法
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5  

使用中のご注意

警告

指示

禁止

定格の範囲内で使用する。
●誤計量（誤差大含む）や故障、過熱による焼損の原因になります。

外部にて雷対策を行う。
●RS-485通信端子には雷対策を施しておりません。

端子部には触れない。
●感電の恐れがあります。

接続端子や各回路には絶対に触れない。
●計器の表示が全消灯中であっても回路に電圧が残っている場合があります。

6  

使用中点検および取り外し時のご注意

危険

指示

保守点検作業をする場合は、電源を切ってから専門知識を有する人が行う。
●端子ねじが緩んでいる場合は既定のトルクで増し締めをしてください。

計器の取外し時には、電源を切る。

7  

廃棄上のご注意

指示

廃棄する場合は、産業廃棄物として処分する

8  

その他のご注意

注意

指示

禁止

●絶縁抵抗試験、耐電圧試験実施時の注意
絶縁抵抗試験、耐電圧試験実施の際は、試験箇所、試験内容を確認のうえ、試験を
実施してください。

絶縁抵抗試験
試験箇所 試験内容

電圧回路－ケース間
RS-485通信回路－ケース間
補助電源回路－ケース間
補助電源回路－電圧回路間
RS-485通信回路－補助電源回路間
RS-485通信回路－電圧回路間

DC500V 印加
5MΩ以上

耐電圧試験
試験箇所 試験内容

電圧回路－ケース間
RS-485通信回路－ケース間
補助電源回路－ケース間
補助電源回路－電圧回路間
RS-485通信回路－補助電源回路間
RS-485通信回路－電圧回路間

AC2000V
１分間

●安全のために、専門の業者以外による計器の改造・修理等は絶対に行わないでく
ださい。改造・修理等を行ったことにより生じた事故については、当社は一切責
任を負いません。

４  

特定計量制度について

注意

指示

●取引・証明用に使用する計器は電気事業法施行規則第百三十二条の十五のと
おり、特定計量開始までの30日前までに経済産業省に届け出をする必要があり
ます。届出時に定めた開始年月日から使用期間内で使用してください。
●クランプ式電流センサについて、設置後、添付の封印ス
テッカーを貼ってください。計器本体に貼付済みの封印ス
テッカー同様、電気事業法施行規則の第百三十二条の十八の
四に定める、計量する機能の不正な変更を防止するための措
置として講ずるものです。

3.接続方法

計器本体部

MA MB

B－

P1

A+

NC

＋
－

＋
－

電源

補助電源
DC24V

負荷

RS-485

終端抵抗

クランプ式
電流センサ

NC P2

通信端子

補助電源端子 電圧端子

計測電圧
ＤＣ450Ｖ

3－1.各端子の接続先

補助電源端子
MA DC24Vの+側を接続

MB DC24Vの－側を接続

電圧端子

P1 計測電圧の+側を接続
NC 接続不可

NC 接続不可

P2 計測電圧の－側を接続

通信端子
A+ RS-485通信線のA+側を接続

B- RS-485通信線のB－側を接続

3－2.規定トルク
端子ねじ径 締付トルク 推奨ドライバ

補助電源端子 M3 0.2～0.5N・m プラスドライバ　２番

電圧端子 M3 0.2～0.5N・m プラスドライバ　２番

通信端子 M3 0.2～0.5N・m プラスドライバ　２番

3－3.接続例 

NC

パルス
計量

動作動作

通

A

NC

年製

無計量無計量
直流電力量計

kWh

直流２線式

B-

pulse/kWs

設 検定外

A+

形
V

送

MA MB P1 P2

屋内形
A9AA-RN11
450 125
160/9
補助電源　DC24V

地絡検出器
電圧センサ等

AC入力電源

補助電源

RS-485通信

終端抵抗

計測電圧

給電（＋）

給電（－）
車両側へ

パワーユニット
AC/DC

EV急速充電器

通信装置
Modbus 対応

直流電源
SELV　24V

本計器をEV急速充電器内に設置する場合、赤色で示す配線を行ってください。
このとき、誤結線や接触不良、耐圧不足の電線による他所とのショート等なきようご注
意ください。特にネジ端子台においては絶縁被覆付圧着端子（M3、外寸5.9mm未満）
の使用を推奨いたします。

補助電源および計測電圧・通信線は銘板の指示通りに計器のねじ端子台に接続してい
ただき、更にEVへの充電線にクランプ式電流センサを嵌合します。嵌合する電線はプ
ラス側でもマイナス側でも測定可能ですが、電流の向きと、センサに記載の設置方向

矢印を合わせてください。またクランプ式電流センサは、図のように充電器の機能のた
め内蔵された地絡検出器や電圧センサ、また本計器の計測電圧の配線よりも負荷側（車
両側）に設置してください。微小ではあるもののこれらは電流を流すため、このように設
置しなければ、本来測りたい電流（車両への充電電流）に加わる形で誤差が重畳してし
まうためです。
またクランプ式電流センサに対し、強い磁石や測定対象以外の大きな電流を流す配線
を近接させることは避けてください。
通信線については、計器が通信線の末端に位置する場合は「A+」「B-」端子間に終端抵
抗 120Ω 1/2W を外付けしてください。

なお本計器の補助電源・通信回路一括と電圧回路間は、JIS C 60664-1の定義にお
ける基礎絶縁により、以下の絶縁距離を計器内外で確保しております。

空間距離 5.5mm

沿面距離 8.0mm

4.仕様

名称 屋内形直流電力量計

相線式 直流２線式

形名 A9AA-RN11

回路数 1

定格電圧 450V

定格電流 125A

最大電流 150A

定格周波数 直流

補助 DC24V

計器定数(pulse/kWs） 160/9
補助電源
電圧範囲 DC24V±10%

電力損失
補助電源端子1.8W以下

電圧端子0.21W以下

取付 IEC35mmレール・もしくはネジ止めにより設置

材質
筐体:ポリカーボネート
銘板:ポリカーボネート
ケーブル:耐熱性ビニル混合物

計量装置 液晶

質量 約400g

適合圧着端子 M3ねじ用絶縁被覆付圧着端子　
締付トルク0.2 ～ 0.5N・m

耐候区分 屋内形

5.表記
本計器には次の事項を表記しています。

⑫ ②①⑬

⑪

⑦
⑨

⑩

④

③ ⑤ ⑧ ⑥

⑭

外形：95mm×48mm

①名称
②製造事業者名
③製造年（西暦4桁表示）
④形名
⑤製造番号（6桁表示）
⑥相及び線式
⑦定格電圧
⑧定格電流

⑨計器定数
⑩補助電源定格電圧
⑪耐候区分
⑫RS-485:設定／記憶ボタン　および　送りボタン
⑬計量パルス:計器の誤差測定用として電力量に応じ
た赤外発光出力を行います
定格電圧・定格電流時1000pulse/kWs
⑭表示機構:液晶表示にて電力量やエラー等を表示




